
　
駅
東
口
地
区
整
備
事
業
の
南
街
区

の
計
画
で
、民
間
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に

係
る
市
有
地
売
却
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

市
民
の
貴
重
な
財
産
が
公
共
と
は
縁

も
ゆ
か
り
も
な
い

1
4
7
戸
の
マ
ン

シ
ョ
ン
用
に
処
分
さ

れ
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。
そ
も
そ
も

南
街
区
の
計
画
に
、

そ
ん
な
コ
ン
セ
プ

ト
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
の
か
。

　
南
街
区
に
つ
い
て
は
、
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
資
す
る
提
案
に
応
じ
て
、

市
有
地
の
一
部
売
却
を
可
能
と
す
る

こ
と
を
定
め
た
。
優
先
交
渉
権
者
提

案
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
整
備
は
、

都
心
居
住
の
促
進
に
つ
な
が
り
、
恒

常
的
な
賑
わ
い
の
創
出
を
図
る
も
の

で
地
区
整
備
の
基
本
方
針
に
合
致
し

て
い
る
。
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認
知
症
対
策

問
わ
れ
る
　
本
気
度

　
荒
川
議
員
は
「
認
知
症
の
本

人
や
家
族
が
住
み
な
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
た
い
」

と
の
願
い
を
代
弁
。

　
人
間
の
尊
厳
を
大
切
に
す
る

市
政
か
否
か
の
モ
ノ
サ
シ
の
一

つ
が
、
認
知
症
施
策
の
本
気
度

に
あ
る
と
強
調
。

　
市
の
第
8
次
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
第
7
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
沿
い
、
課
題
と
問
題
点

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

リ
ア
ル
な
実
態
把
握
な
く
ば

対
策
を
消
極
性
に
導
く

　
荒
川
議
員
は
、
同
計
画
の
認

知
症
高
齢
者
推
計
数
に
つ
い
て
、

要
介
護
認
定
者
に
お
け
る
「
日

常
生
活
自
立
度
Ⅱ
以
上
」
を
認

知
症
高
齢
者
と
し
て
お
り
、

2
0
1
5
年
は
、
65
歳
以
上
人

口
に
対
す
る
比
率
は
8
・
4
％
、

一
万
二
二
二
人
。
2
0
2
5
年

に
は
9
・
8
％
、
一
万
四
〇
〇
〇

〇
人
と
な
る
と
推
定
し
て
対
策

が
始
っ
て
い
る
と
指
摘
。

　
荒
川
議
員
は
、
介
護
認
定
を

受
け
て
い
な
い
認
知
症
高
齢
者

も
か
な
り
存
在
す
る
こ
と
。
ま
た
、

介
護
認
定
者
の
内
、自
立
度
Ⅰ（
何

ら
か
の
認
知
症
を
有
す
る
が
、

日
常
生
活
は
家
庭
内
及
び
社
会

的
に
は
ほ
ぼ
自
立
し
て
い
る
）

が
4
2
8
8
名
も
い
る
が
推
定

数
に
含
ま
れ
な
い
の
は
リ
ア
ル

で
は
な
く
、
小
さ
い
数
字
で
対

策
を
消
極
的
に
導
く
と
指
摘
。

認
知
症
高
齢
者
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
影
響

　
荒
川
議
員
は
、
認
知
症
対
応

型
通
所
介
護
は
25
年
ま
で
に
利

用
者
は
僅
か
40
人
増
、
整
備
数

は
0
、
共
同
生
活
介
護
は
、
25

年
ま
で
に
1
3
8
名
増
、
整
備

計
画
数
は
54
床
と
指
摘
。
こ
れ

で
は
、
認
知
症
高
齢
者
の
急
増

に
対
応
で
き
な
い
の
で
は
と
質

し
ま
し
た
。

「
焼
け
石
に
水
」
に
も
な
ら
な
い

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
の
活
動
量

　
ま
た
同
計
画
で
対
応
す
る
チ

ー
ム
の
活
動
量
は
、
18
年
度
、

30
名
、
20
年
度
、
36
名
に
す
ぎ

な
い
。

　
こ
れ
で
は
、
認
知
症
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
を
望
み
こ
の

チ
ー
ム
に
支
援
を
期
待
し
て
い

る
市
民
の
願
い
に
応
え
き
れ
な
い
。

今
後
の
活
動
の
展
望
を
示
せ

と
迫
り
ま
し
た
。

国
に
は
適
正
、

市
民
に
は
不
適
正

　
市
保
健
福
祉
部
長
の
答
弁

は
、
認
知
症
高
齢
者
の
推
計

は
国
の
考
え
方
に
基
い
て
適

正
に
算
出
。
対
策
に
つ
い
て

も
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
も

国
に
よ
り
算
定
さ
れ
た
推
計

値
を
元
に
適
正
に
算
出
。
同

集
中
支
援
チ
ー
ム
に
つ
い
て

も
、
そ
の
活
動
量
は
適
正
な

ど
と
主
張
。

　
認
知
症
高
齢
者
や
そ
の
家

族
を
と
り
ま
く
実
態
と
は
大

き
く
か
け
離
れ
た
答
弁
に
終

始
し
ま
し
た
。

教
育
行
政
の
質
問
か
ら

　
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、

状
況
に
応
じ
て
夏
期
の
エ
ア

コ
ン
の
温
度
設
定
を
柔
軟
に

対
応
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

ど
う
か
。

　
本
市
で
は
「
学
校
施
設
空

調
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
夏
期

の
設
定
温
度
を
28
度
に
定
め

て
い
た
。

　
今
年
度
、
文
科
省
「
学
校

環
境
衛
生
基
準
」
の
中
で
教

室
等
の
室
温
は
こ
れ
ま
で
の

30
℃
以
下
」
か
ら
「
28
℃
以

下
」
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
基
準
改
正
が
さ
れ
た
。

　
本
市
で
も
、
設
定
温
度
で

は
な
く
、
室
温
が
28
℃
以
下

と
な
る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

改
定
し
柔
軟
な
運
用
を
図
っ

て
い
く
。

掲載できなかった項目

★酷暑から市民の命を守る対策について

★本市独自の介護保険料減免制度導入について

★増加する児童虐待と本市の児童相談所設置について

★国連「家族農業の10年」と本市の農政について

★教育現場での熱中症対策について

★学校健診の全校実態把握について

★道徳・英語の教科化への対応について

一般質問を行う荒川つねお議員

か
け
が
え
の
な
い
市
民
の
財
産

そ
の
場
し
の
ぎ
は
や
め
よ

　
市
長
は
、
平
成
26
年
市
商
工
会
議

所
の
要
望
を
受
け
た
際
、
当
該
地
を

「
市
と
し
て
か
け
が
え
の
な
い
最
後

の
財
産
と
位
置
づ
け
、
そ
の
場
し
の

ぎ
で
な
く
…
」
と
言
っ
て
い
る
。
事

業
用
地
は
、
最
後
の
一
坪
ま
で
公
共

の
た
め
に
使
う
べ
き
だ
。
マ
ン
シ
ョ

ン
用
と
は
、
文
字
通
り
、
そ
の
場
し

の
ぎ
の
計
画
で
は
な
い
の
か
。

　
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
や
っ
て

ゆ
き
た
い
。
南
街
区
は
民
間
事
業
者
の

参
入
を
促
進
し
た
い
。
提
案
内
容
に

よ
っ
て
は
一
部
売
却
を
考
え
て
い
る
。

　
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
は
民
間
活
力
に

任
せ
よ
。
駐
車
場
な
ど
市
民
全
体
の

た
め
に
な
る
土
地
の
有
効
活
用
を
は

か
れ
。
土
地
売
却
の
見
直
し
を
強
く

求
め
る
。

荒
川
つ
ね
お
議
員

荒
川
つ
ね
お
議
員

荒
川
つ
ね
お
議
員

荒
川
つ
ね
お
議
員

荒
川
つ
ね
お
議
員

荒
川
つ
ね
お
議
員

荒
川
つ
ね
お
議
員

総
合
政
策
部
長

行
政
経
営
部
長

行
政
経
営
部
長

総
合
政
策
部
長

市
教
育
次
長

　　　　   右肩上りの増加に
市長は真正面から向きあえ！！
認知症高齢者

学
習
に
望
ま
し
い

快
適
な
温
度
設
定
を

際限なくゼネコン・デベロッパー奉仕
許されない 民間マンション用に市有地売却

JR宇都宮駅
東口大開発

　
米
軍
横
田
基
地
よ
り
、
7
・
8
月

と
宇
都
宮
上
空
に
も
低
空
・
轟
音
を

た
て
て
、
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
が
飛

来
し
市
民
を
脅
か
し
て
い
る
。

　
オ
ス
プ
レ
イ
の
本
市
上
空
の
飛
行

に
対
し
、
市
長
と
議
会
が
ど
の
様
な

態
度
で
臨
む
の
か
は
、
市
民
の
生
命
・

安
全
に
か
か
わ
る
一
丁
目
一
番
地
と

思
う
が
、市
長
の
認
識
と
見
識
を
伺
う
。

　
日
本
国
内
に
お
け
る
米
軍
オ
ス
プ

レ
イ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
国
の
安

全
保
障
や
日
米
地
位
協
定
に
基
づ
く

事
項
で
あ
り
、
市
民
・
国
民
の
安
全

確
保
を
含
め
、
国
の
責
任
で
対
応
し

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
の
事
態
は
市
民
の
安
全
に
か

か
わ
る
宇
都
宮
の
空
の
異
変
と
の
危

機
感
を
共
有
し
た
い
。

　
そ
こ
で
、
米
軍
オ
ス
プ
レ
イ
が
沖

縄
で
た
っ
た
一
つ
飛
ば

な
い
場
所
が
あ
る
と
言

う
が
ど
こ
か
、
市
長
は

知
っ
て
い
る
か
？

　
承
知
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
は
、
米
軍
基
地
の
住
宅
の
上

だ
。
危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
は
、
ア
メ

リ
カ
で
は
住
宅
の
上
は
飛
べ
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
安
保

だ
地
位
協
定
だ
と
言
っ
て
、
独
立
国

日
本
の
宇
都
宮
市
上
空
を
勝
手
に
飛

び
回
る
な
ど
市
民
は
納
得
し
な
い
。

　
故
翁
長
沖
縄
県
知
事
の
様
に
、
住

民
の
生
命
と
安
全
を
守
る
立
場
に
立

ち
、
米
軍
や
国
に
は
っ
き
り
物
言
う

の
は
自
治
体
と
市
長
の
責
務
だ
。

市民の生命と安全にかかわる一大事
配備反対・飛行訓練中止求めよ

オスプレイ
飛 行

市HPより ○印が南街区マンション

以
上
要
旨
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市政、くらし、福祉、労働・雇用、教育、生活環境、介護、
子育て、すまいの問題、多重債務、市民生活について、
その他なんでも

討論をする福田くみ子議員

LRT建設に血道 住民福祉の向上は
置き去りに

市総合コミセン2F 会議室

お休みします。

スポット
ライト
スポット
ライト

　今議会にLRT車両基地用地取得が提案された。Ｍ
＆Ａコーポレーションよりの取得費は坪当13万2千円
余。この高価格が適正との根拠数字は示されないまま、
共産、社民、統一などの反対のなか可決されてしまった。
　荒川議員は一般質問で『この取得用地は車両基地
予定地の中で、唯一第一級の農用地が除外、転用さ
れた土地であり、その経緯を調べれば調べるほどい
わく付き土地である。公正で適正な取得へ議会の徹
底調査を市長は保障せよ』と迫った。
　この土地の一部は、平成7年、農振農用地にもかか
わらず、居宅や駐車場を建設し20年間にわたって県
知事等の是正勧告を放置してきた。それがLRT計画
に歩調を合わせるように、平成27年に突然是正。28
年にかけて農振農用地の除外、転用が駆け足で進んだ。
当時の農業委員会委員長は農地転用の手続きは合法
としているが、時系列的に見ても疑問満載の感がある。
　農振農用地の転用はもっと厳しいはずだが、20
年間の不法状態を免罪して、いとも簡単に行れ、転
用目的としたレクレーション施設やドライブインは
影も形も現れないままだった。これで市民や他の車
両基地予定地所有者は納得できるのだろうか？

H29年度
決算に反対

本
市
の
強
い
財
政
力
を
示
す
指
標

（
財
政
指
標
の
数
字
は
人
口
30
万

人
以
上
の
中
核
市
決
算
状
況
調

査
速
報
値
・
事
務
局
調
べ
）

★
財
政
力
指
数
＝
0
・
9
8
5

　
第
3
位

★
自
主
財
源
比
率
＝
6
2
・
6
％

　
第
3
位

★
地
方
債
残
高
（
一
人
当
た
り
）
＝

　
21
万
3
3
2
5
円

　
少
な
い
方
か
ら
第
4
位

異議あり！
LRT車両基地  用地取得

（要旨）福田くみ子議員が討論

東
海
第
2
原
発
再
稼
働
め
ぐ
り
、会
派
・
議
員
の
政
治
姿
勢
鮮
明
に

！！

！

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　
日
本
共
産
党
宇
都
宮
市
議
員
団
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
市
政
に
届
け
る
た
め
、
最
大
限
の
努
力
を
し

て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
議
員
団
を
つ
な
ぐ

「
ほ
っ
と
ら
い
ん
」
と
し
て
お
届
け
致
し
ま
す
の
で
、
ご

一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、

ご
要
望
等
ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

社
会
の
閉
塞
感

　
根
底
に
深
刻
な

　
　
　
　
格
差
社
会
が

佐
藤
市
政
は
強
い
財
政

力
を
住
民
福
祉
向
上
に

生
か
し
て
い
な
い
！

　
安
倍
政
権
の
こ
の
5
年
間
は
、

と
り
わ
け
憲
法
を
踏
み
に
じ
っ
て

数
の
力
で
成
立
さ
せ
た
安
保
法
制

以
来
、
権
力
を
振
り
か
ざ
す
な
り

ふ
り
構
わ
ぬ
暴
走
を
続
け
て
い
る
。

う
そ
や
隠
ぺ
い
、
改
ざ
ん
が
ま
か

り
と
お
り
、
と
う
に
破
綻
が
明
瞭

に
な
っ
て
い
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

未
だ
に
し
が
み
つ
く
政
権
は
、
恩

恵
に
あ
ず
か
れ
な
い
99
％
の
国
民

を
顧
み
な
い
。
そ
し
て
、
深
刻
な

格
差
社
会
を
広
げ
続
け
て
い
る
こ

と
に
何
の
反
省
も
な
い
。

　
歯
止
め
の
か
か
ら
な
い
少
子
化
、

結
婚
し
な
い
若
者
、
ア
ル
バ
イ
ト

に
追
わ
れ
る
大
学
生
、
子
ど
も
の

貧
困
・
虐
待
、
D
V
、
障
が
い
者

へ
の
差
別
や
偏
見
な
ど
、
閉
塞
感

を
覚
え
る
様
々
な
社
会
問
題
の
根

っ
こ
に
は
、
深
刻
な
格
差
社
会
が

あ
る
。

住
民
合
意
の
な
い
事
業
の
ゴ

リ
押
し
は
ダ
メ

　
L
R
T
事
業
は
住
民
合
意
も
な
く
、

上
下
分
離
方
式
で
財
務
状
況
の
透

明
性
に
欠
け
、
減
価
償
却
費
が
計

上
さ
れ
な
い
仕
組
。
事
業
の
継
続

性
の
担
保
も
見
え
な
い
。
富
山
ラ

イ
ト
レ
ー
ル
の
見
学
会
は
無
駄
。

大
谷
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
負
担
金
も
同
様
。

地
方
創
生
や
一
億
総
活
躍
？

実
際
は
大
企
業
優
遇
！

　
中
小
企
業
対
策
費
は
わ
ず
か
7
、

5
1
1
万
円
で
昨
年
比
1
、0
0
9

万
円
の
減
。
魅
力
あ
る
商
店
街
等

補
助
金
1
、7
5
7
万
円
な
ど
商
店

街
振
興
費
は
総
額
で
も
3
、7
3
8

万
円
余
で
雀
の
涙
。

　
企
業
誘
致
定
着
促
進
費
は
22
億

2
、
3
1
0
万
円
で
、
前
年
比
2
・

5
4
倍
と
大
盤
振
る
舞
。
中
小
企
業

や
、個
人
事
業
主
に
こ
そ
手
厚
い
自

治
体
の
支
援
が
必
要
。

　
L
R
T
建
設
が
セ
ッ
ト
の
J
R
宇

都
宮
駅
東
口
整
備
費
2
、8
5
9
万

円
余
は
、ゼ
ネ
コ
ン
奉
仕
。
大
手
地

区
の
再
開
発
事
業
費
18

億
7
、

7
9
5
万
円
余
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
が
主
で
あ
り
民
間
に
任
せ
る

べ
き
事
業
。

交
通
対
策
費
は
不
十
分

　
地
域
内
交
通
、
15
路
線
に
8
、

6
6
6
万
円
余
、公
共
交
通
利
用
促

進
費
8
、1
5
1
万
円
余
、合
わ
せ
て

も
わ
ず
か
1
億
6
、0
0
0
万
円
余
。

　
バ
ス
路
線
の
再
編
や
高
す
ぎ
る
バ

ス
料
金
の
課
題
、矛
盾
が
顕
在
化
し

て
い
る
地
域
内
交
通
や
高
齢
者
の
免

許
返
納
促
進
策
等
の
課
題
も
置
き

去
り
。

職
員
削
減
あ
り
き
の

行
き
過
ぎ
た
行
革

　
日
常
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
ば
か
り
か
、
災
害
時

の
危
機
管
理
体
制
に
も
重
大

な
懸
念
を
持
つ
。
本
市
の
市

民
千
人
当
た
り
の
職
員
数
、

昨
年
度
か
ら
0
・
0
1
人
減

の
5
・
6
2
人
で
少
な
い
方

か
ら
9
番
目
。
毎
年
じ
り
じ

り
と
削
減
。

河
内
、上
河
内
地
域
自

治
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合
、

機
能
低
下

　
職
員
体
制
は
34
名
か
ら
10

名
に
減
。
地
域
の
拠
点
機
能

を
弱
め
た
。

　
深
刻
な
格
差
社
会
か
ら
市

民
の
く
ら
し
や
雇
用
を
守
る

こ
と
こ
そ
、
地
域
経
済
を
活

性
化
し
て
い
く
基
盤
。
Ｌ
Ｒ

Ｔ
建
設
に

血
道
を
あ

げ
る
あ
ま

り
、
優
先

順
位
を
誤

っ
て
き
た
。

　
東
海
第
二
原
発
稼
働
延

長
を
認
め
な
い
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
陳
情
（
原

発
い
ら
な
い
栃
木
の
会
）

　
付
託
と
な
っ
た
総
務
常

任
委
員
会
で
は
、
自
民
、

自
民
ク
、
公
明
、
市
民
連

が
継
続
を
主
張
。

　
こ
れ
に
対
し
福
田
く
み

子
委
員
は
、「
東
海
第
二
原

発
は
、稼
働
か
ら
40
年
を
迎

え
る
今
年
11
月
27
日
に
は
、

延
長
を
認
め
る
か
ど
う
か

の
結
論
が
出
さ
れ
る
。
宇

都
宮
市
議
会
と
し
て
の
結

論
先
送
り
は
あ
ま
り
に
無

責
任
だ
」
と
、
採
決
を
主

張
し
た
が
、賛
成
多
数
で「
継

続
審
査
」に
。
本
会
議
で
は
、

共
産
・
統
一
・
社
民
・
立
憲
が

継
続
に
反
対
す
る
も
同
様

の
結
果
に
。

2
つ
の
議
員
案
が
出
さ
れ
る

議
員
案
と
し
て
自
民
党
提

出
の
「
東
海
第
二
原
発
の

厳
格
な
審
査
を
求
め
る
意

見
書
」
と
共
産
・
統
一
提

出
の
「
東
海
第
二
原
発
の

稼
働
延
長
に
反
対
す
る
意

見
書
」
が
提
案
さ
れ
た
。

再
稼
働
か
？
否
か
？

「
新
た
な
意
見
書
案
」
で
問
う

　
後
者
の
共
産
・
統
一
提

出
案
は
、
あ
ら
た
め
て
宇

都
宮
市
議
ひ
と
り
一
人
の

東
海
第
二
原
発
に
対
す
る

認
識
を
公
式
の
場
で
問
う

も
の
。

　
福
田
く
み
子
議
員
は
、「
東

海
第
二
原
発
は
、
平
成
30

年
9
月
26
日
の
原
子
力
規

制
委
員
会
の
審
査
に
お
い

て
基
準
に
適
合
と
の
判
断

を
受
け
た
が
、
国
は
、
稼
働

延
長
の
住
民
合
意
を
地
方

自
治
体
に
負
わ
せ
、
事
故

時
の
広
域
避
難
計
画
の
策

定
も
自
治
体
に
押
し
付
け

て
お
り
、こ
の
よ
う
な
状
況

で
の
稼
働
延
長
は
認
め
ら

れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
、

提
案
の
理
由
を
檀
上
で
訴

え
た
。

　
社
民
党
の
宇
賀
神
ふ
み

お
議
員
が
賛
成
討
論
。「
こ

の
局
面
で
陳
情
に
対
す
る

態
度
を
継
続
審
査
と
す
る

こ
と
は
、宇
都
宮
市
議
会
と

し
て
あ
ま
り
に
も
無
責
任
」

と
指
摘
。「
深
刻
な
問
題
と

矛
盾
し
か
な
い
東
海
第
二

原
発
は
、
再
稼
働
す
る
の

で
は
な
く
廃
炉
こ
そ
決
断

す
べ
き
」
と
訴
え
た
。

　
こ
の
議
員
案
に
は
共
産
・

統
一
・
社
民
・
立
憲
・
愛

う
つ
の
み
や
の
７
人
が
賛

成
。
自
民
、
自
民
ク
、
市

民
連
合
、
公
明
が
反
対
し
、

不
採
択
に
。

　
自
民
党
提
出
議
員
案
は
、

再
稼
働
や
稼
働
延
長
に
反

対
す
る
こ
と
に
は
ま
っ
た

く
触
れ
ず
に
、
厳
格
な
審

査
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、

極
め
て
不
十
分
で
す
。
し

か
し
、
一
歩
で
も
二
歩
で

も
市
民
へ
の
歩
み
寄
り
と

認
め
、
共
産
党
は
賛
成
の

立
場
を
と
っ
た
。

　
賛
成
は
、
自
民
・
市
民

連
合
・
公
明
・
共
産
・
愛

う
つ
の
み

や
。
反
対

は
自
民
ク
・

統
一
・
社

民
・
立
憲
。


